



























たい点｣ として､ 書店経営者の％が ｢客層に
合った品揃え｣ と回答し､ 続いて ｢集客につな
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＜キーワード＞
不読者､ 大学図書館の活性化､ 書店のマーケティング
１ わが国において書店といった時には新刊書店を指すのが､ 社会通念である｡ 小売業として本の販売をする業種は
新刊書店の他に古書店､ 新古書店 (例：ブックオフ)､ コンビニエンスストア､ キオスク､ 楽器店等がある｡ これら
の書店は店舗を構え店頭販売を主とするリアル書店である｡ これに対して店舗を持たずにウェブサイト上だけで商
取引をする書店をオンライン書店 (例：アマゾン・ドット・コム) と呼ぶ｡ (『白書出版産業』 日本出版学会)
本研究が対象とするのは従来型の店舗を持つ新刊書店である｡











毎日新聞社の ｢年版 読書世論調査｣ に
よると､ 歳以上の約半数はヵ月に冊も本




｢生活スタイルの変化｣ (％) が最も多く､ 続
いて ｢他の趣味に使う時間が増えた｣ (％)､
｢読みたい本がなくなった｣ (％) であった｡
また､ 文化庁による ｢平成年度 国語に関
する世論調査｣ では､ 本を読まない理由として
｢仕事や勉強が忙しくて読む時間がない｣













































































































































































苦労する｣ との意見同様､ 図書館でも ｢どこに
何の本があるのか分からない｣､ ｢棚に本が埋も































































(６)  (書籍紹介カード) 作成








































































































































































案 (選択肢) を評価し､ 選択を行わなくてはな
らない｡ 情報の取捨選択や代替案評価に慣れて
いない場合､ その行為は大きなストレスとなる｡
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